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安田
共産党というレッ
た
。その点が、

軍部側の読
た
古念蒜fつ

テルを張って
政啓乞負かす
みを誤らせた大きなポイン
中嶋
ト－

のは、
かつての日本でアカ
トだった
。それゆえに、

国
度に、
最後一

のレッテルを張ったのと同
王の前での二人の握手で、
るという国－

じだ
。

思
艇が解決に向けて急属開
は 、
今回の一

中嶋
世界的に脱社会主
する可

能性が商い。

新しい中間一

謡 、

共産党体制の崩壇
が過
村嶋
これまでの医選議
勲とも合わ一

んでおり、
中国でさえ天安
貝た
主ぽ 、
クーデターが起
出てくるの鳴

門事件の去
五形で、
再び
こると逃げ隠れしてしま
の一つ
の繋

屈がすべてを抑えきるのは
い、
武器の前には抵抗不可
氏の鹿
民服

離しいと恩われる
。今回 、

能だと、
きい訳してきた
。ぅ
。

経

済的発展が目ざましいタ
筒と対抗
しさ

芸どという
安田
一軍

イでこのさつになったのが
発却はなかった。ところが、
－M訴スタイ叶

衝撃だった
。

宙人出身の
チャムロン氏と
そろそろ終』

相は義
兄弟
。一

族で第一沼

村崎
今回

の事態が軍人
か
チャワリット氏
F門ほ 、
簡
はい
けないL

箇区とその下の師団長クラ
に

大者涯教
酬を与えたのは
の中でトップを経てきた人
私自身 、
国ヤ

スを押さえ
る形だ
。一族以

事実だ
。「軍部が

政世乞一理
たちで、
留に遠

慮もなく、
伴ったことM

外の人は地方にいるのだと
るの
が当た
灼前」
とい
う考
十分対抗でき
ると
の意
揺が
は、
臨
民にL

嬰
示、
これ
だけしっかり
え方が、

反発を受け、
状回
強かった
。それが、

今回の
訴の場だっ』

揺られてい予ζ、
周辺部か
が変わったこ
を
学んだの
特殊事
情だ。

不制解消
の中

ら

の田唱力付与ではとうて
ではないか。

国主の
役割に、
これ
は国王へ
白

い
皆吉はない。

安固
なぜ、
ス
チンダ政
までとの遭いは感じ
られる
る
。現実に

ilス
チンダ首相は共産
栴は譲歩しなければ
なム丘
か
。

消のシステ

現
状
と
展
望
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食13民度公
流血
の惨事にまで発麗したタイの民主化盟求艶力

と邸を背震としたス
チンダ政権の衝突にプミポン国

王が二十日つ
いに介入した
。過去 、

政治的対立が頂

点に遺した際、
国王
は常に愚後の調停者として登場

してきた
。タイ政治の

伝統は依然生きているのか、

あるいは変革の時を迎えているのか。一一一人色町門家

を
摺者、

現ホζ今後の
毘唱を
聞い
た。
（敬称略）

今回の政変
の社会
そして自負心が空回りし

的、

経済的背債は何か
。

て
いるということを
国
民

村嶋
九一
年二月の沼ク
は知って
いた
のではな
い

lデタl後、
暫定憲法が発
か
。

布されたが、
この十数年間
中嶋
タイの成長ぶりは

に、
タイ社会

はが旨E変

均嘗乞欠いて
おり、
社会話

わっ
た。
急速
な経街成長に
盤の中に、
ある祖の
mm的

よって多く
の中
間屈が生ま
栂成主義
体制が見

られた。

れたが、一
方で、
成長に
しかし中
間層の成長によっ

取り残された下級官更や
て 、
政治に簡が介入するパ

昌一
民間企撲
の職員など
も現
タ1ンがそろそろ終わるの

E一れ、
双方が共に軍部の政
ではないかと期待して
い

E一治介入に
不備を表明し始め
る
。

4一た
。

安田
タイ国民も、
沼部

一
安田
軍部はこれまで、
に支配されている政治にか

一「タイの近代化を支えてき
な灼最否反応を
示すように

一たの
は自分たちだ」
という
なった
。従来の反政府デモ

一自負心を持っていた
。しか

は学生が主体だったが、
今

1一し軍部は 、
経済の高度成長
田のデモは、
ビジネスマン

司酒こによって生じた所得格差の
が携帯電話を持ってデモに

一拡大に対処する手
寧乞伺ら
嘗加するという現象もみら

一持てず、
ただ焦
るばか
りだ
れた
。これは「ハ

イテク・

一った
。古定 、

行政改革など
デモ」
と
呼ばれた
。古定 、

一一で天下りのポストが少なく
これまでデモの牙城（がじ

一軒一なっていることに、
軍部自
ょう）
だったタマサIト大

i一体が欲求不満を罪らせてい
学以外の地場にも及んだこ

一ることもあった
。昨年の革

とが非常に盟理な点と2え

一命は汚職追股が大きな争
る
。デモ

隊は公共の出物は

富一を
無視して
しまった
。ここ

の略
琢は
ほとんどしなかっ

．．

 
に盟大なつまずきがある
。たのではないか
。かなり怠

市
の実力
のなさ、
汚職が
識の商
いデモだったと恩

錘灯しているという実態、
ぅ
。

書室E1992年（平成4年）5月22日（金曜日〉

中
嶋
嶺
雄
室
田鉱山大教授（国際関
係論）

村
嶋
英
治
成践大助教授（タイ現代史）

安
田
靖
野村総研理事（タイ経済）

（五
十音順）

司会・石川弘
修本

社外報部長

村嶋
タイの軍部に新し

さを取P人れる
だけの変化

がなかったのでは
。そのた

め、
きわめて強

引な栴力志

向だけが、
クーデター以降

はっきりでていた
。いろい

ろな興会を、
強引に抑えつ

け、
終始一
目して「やれる

ならやってみろ」
といった

態度をとっていた
。

ー
沼内部の反主流派な

どが、
新しい市
民層の意関

に密却し野党側につくこと

はなかったか。

村嶋
それはなかった
。

タイの場合には
民主主義か

独裁かといった単純な二分

経

済

成

長

に

ひ

ず

み

「

中

間

層」

が

台

頭

新

村嶋氏

根

強

し

国

王

の

威

信

、

。
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